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部門連関バランスの諸形態と固定フォンド (1)
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(iu) 国民所得の分配，再分配.最終利用
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E ダタヤ 0.'5部門表式と固定アオンド

N 国民経済バランスと固定フォY ド
むすび

まえが吉

部門連関パラ Yスが社会主義的再生産の構造をいかに反映しうるかを理論的

に明らかにするために，まず第ーに重要な課題は，部門連関パラン兄が社会主

義的再生産の基礎的カテゴリーである社会的総生産物の運動をいかにとらえて

いるかをさぐることである。そこでは，部門連関バランスが社会的総生産物と

国民所得の諸要素とその循環をいかに表示しているかが問われなければならな

し、。

第二に必要な課題は，社会的総生産物の循環の前提でもあり一部でもある固

定フォ γ ドの特殊な運動様式とその諸局面が，部門連関パヲン月にいかに反吠

されているかを分析することである。そこでは，部門連関パヲ Yスが固定プ庁

y ドの磨損，減価償却と補填の諸局面，新たな蓄積と生産拡大の過程をし、かに



部門連関パランスの諸形態と阻宅フォンド (1)

詳細に表示しうるかが，検討されなければならない。

(177) 21 

本稿は， さきの研究につつ、きり， 部門連関パラ Yスと再生産論の理論的関連

をさぐる第二の作莱として，部門連関パラ y;えにおける固定アォゾドの運動の

表示を検討することを目的としてし、る。

部門連関パヲンλ は，その基本的形態である中央統計局=ェイジェリマン表

式以外に多くの展開が試みられている。したがョて本稿では，その諸形態とし

て， (1) 生産的・非生産的分野の多部門分割にもとづき，固定フォ Yド，蓄積

の詳細な部門連闘を表示するオパーリン多部門表式， (2) 社会的生産の5部門

分割を基本に，再生産の数理経済モデノレを構成するダダャγ表式をとりあげ，

そとにおける固定フォ γ ドの回転の表示を社会的総生産物の運動との関連にお

いて検討することにしたい。これらの作業は，部門連関パラ γスと社会主義的

再生産の関連壱明らかにするとともに，部門連関パラ y;えの数理的側面の意義

と限界を吟味する上において基礎的な視座をすえることでもある。

I 中央統計局=エイジェリマン表式と固定フォンド

l 固定フォソドの回転様式

あらかじめ予備的に固定フォ :/Fの回転様式の特殊性を明らかにすることが

必要である。

社会主義経済においては，固定フォ y ドIl生産的固逗フォ y 卜と非生産的固

定フォ γ ドにわかれる。前者はその物的内容=生産的分野において長期にわた

り生産的に消費される労働手段の社会主義における経済的形態であるお。 後者

は，井生産的分野において長期にわたり非生産的に消費される住宅および共同

的生活・文化施設の建物，設備などであり，その回転様式の類似性に上町固定

フォンドとしての形態壱うけとるが，社会主義的再生産における本質的機能は

消費資料とみなければならなし荷n

1) 野陣正徳z 部門連聞パラソスと計会的牛産物， r経済論叢」第100巻第4号，昭和42年10月。
2) n. M. TIaBJlOB， E 且 KaraHQD， Cou，uaAItCm叫"回e 80C/1pOU3aodcm8o lta印 8peJteH-HOM 抑協"'
1963， CTp. 71 
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まず，生是主的固定フォ y ドは，流動フォンドと異なる独自の回転様式をもっ

ているが， この固定フォ y 下の回転は三つの局面に区別されるぺ第ーの局面

は，生産過程における固定フ才ン下の生産的消費と磨損の過程である。固定7

4 ンドは生産過程において長期にわたり労働手設としての現物形態壱保持し，

生産的機能をはたすが，その過程で漸次的に使用価値を減耗させ，漸次的部分

的に価値を生産物に移転させる e 生産物にふくまれた周定フォンドの移転価値

部分は，社会的総生産物の他の諸要素とともに，貨幣形態に転態したのち，貨

幣形態において沈澱し，減価償却フォ γ ドを形成する。この減価償却フォ Y ド

の形成が第二の局面めである。第三の局面は，減価償却フォ Y ドによる固定フ

ォンドの補填である o 固定フォンドは生産過程における機能の期間中に，使用

価値の減耗と価値移転の程度に応じて減価償却フォ Y ドよりの部分的補填=犬

修理奇行うことがあるが，最終的には使用価値と価値をすべて喪失し，それま

で積立てられてきた減価償却フォンドにより全部的に補填二更新される。また，

固定フォンドは，その耐周期間中に，事故，天災などによる偶発的損失をうけ

ることもあるが，この補填は国民所得の一部の支出により行われるo このよう

に固定フォ Y ドは，漸次的磨損=価値移転，貨幣形態による減価償却フォンド

の積立て， 定期間後の全部的現物補甥ιという独自の回転様式をもっている。

社会的総生産物の単純再生産においては，固定フォ γ ドの移転価値部分した

がっ亡貨幣的減価償却フォ Y ド量と現物補填価値量との一致が珪論的に確認さ

れるが， 拡大再生産にお山、ては， 一般に減価償却フォンド量Dは補填価値量

Eより大きくなりペ この差額D-Rが追加的生産肱よフォンドあるいは追加

的蓄積7，A-::/ドわとして，新蓄積以外の生産拡大の資金源主置を形成する。すな

3) B. A. Co6o品(h甲山 no8onpocaM血 fl.ancauapodfiOzO x03flf1cmBa， 1960， CTp. 159-163 

4) naBJIOB， Kara田 B，maM:J/C仇口p.69-94 

5) ハブロフとカガノフが，減価償却フオゾドの形成を固定フォンドの磨損=価置移転過程と異な
る独立。局面とみなすのに対し，クロ γロ ドは，減価償却過程は磨損=価値移転過程と同ーの
過程であり，前者は後者の価格形態にすぎない，と批判している。宛 A.KpOHPOll. 0，向eCffllJCJlI(，Ua
npody/Cm u 配~O cmpy/Cmypa npu co吟同aJlU3Me，1958， cτ'p. 414-415 

6) 周知のようにわが国では，社会的総資本の拡大再生産における固定資本の貨幣補填と現物補填
の不一致をめぐって，恐慌論展開の視点より，多くの研究が進められている。
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わち，拡大再生産の下では，年々の剰余生産物の一部が新たな固定フォ γFと

して蓄積古れ，年々固定フォ y ド量は増大する。したがって拡大再生産の下で

は，年々形成された固定フォ y ドのうち，年令の若い固定フォ V ドほどその価

値量は大きくなる。いまかりに，現在の総固定フォ Y ド量を F，Fを構成する

諸国定フォ γ ドのうち10年前に形成されたものを I1Q，9年前に形成されたも

のをん等とすると ，F=ん+ん+十f，+・.+f，であるが，拡大再生産において

は，んくんくんく くfの関係が成立する。 ここで，減価償却率を各年の固定

フォンドについて占とすれば，本年の減価償却フォンド量Dは D=Io=ム土
f.+f，+ ム子1了Jι~>んであり，他方J 今年の現物補填価値量R は 10年前に形成さ

れ，今年更新に達した固定フォンド量f"であるから R=fl0となる。したが

って，D>Rの関係が成立するへ

拡大再生産における減価償却フォ y ド量と現物補填価値量の差額D-Rの形

成は，追加的生産拡大の資金源泉として社会主義的拡大再生産において重要な

意義をもっc 追加的生産拡大フォンドはそれ自体国民所得の一部ではなく，貨

幣形態における固定フォ y ド価値の一部が補填より解放され生産拡大に利用さ

れたものである。したがってこの追加的生産拡大は，さしあたり「価値的規換

における生産拡大なき量的規模における生産拡大Jであるが，同時に追加労働

対象，追加労働を必要とし，新たな追加的国民所得創出の基盤を生みだすもの

であるべ

つぎに，非生産的固定フォ :.-'1は，非生産的に消費される財貨として，そめ

素材形態のいかんにかかわらず消費資料とみなされるが，生産的固定フォ'/}-

と類似の回転様式をもっとされている ν この回転については明確な規定はみら

れないが，次のように考えられるであろう。非生産的固定フォソドは，消費過

7) naBJlOB. Kar~HoR， ma..u却 e，CTp. 244-267ほかに rr. M. ITaoJlos， Cfiam畑 Hueu a..MOpmU3叫 u.
"回同制 rtOR[}08，1957. CTp. 221; KPOHPOtl， maAt J/C8， CTp.， 414-432; B 且a，L¥!HlH.抑制OMUKQ
.MameMamu'teClCOC MO品川rpooaHue四時ua.lZucmu'tec応O?O80叩'po山間ocmBa， 1963， CTp. 57-65 なお，
この点にかんするソ連の文献について，山田喜志夫，拡大再生産における固定資本町補棋. r土
地制度史学」第34号. 1967年 1月. 43へージz 参照。
8) D-Rの例置Eは，山田喜志夫，前掲論文.40-41ベ ジによる。
9) 口aBJlOB，KaraHoB. maM 'J/Ce， CTp. 246; K同時四 rruJM :JlCe. CTp. 426， 431 



24 (180) 第 101巷第2号

程において長期にわたり現物形態を保持し，消費機能をはたすうち，漸次的部

分的にその使用価値とともに価値を磨損させる。ただしこの価値は使用価値と

ともに次第に喪失するのであれ生産物に移転するわけではない。非生産的固

定フォ Y ドの使用価値，価値の喪失に応じて，非生産的分野に分配あるいは再

分配された国民所得の一部が， 一定率(減価償却率)により貨幣形態で積立て

られる。非生産的分野では生産物および価値移転は存在せず，しrがって移転

価値の貨幣形態たる本来的な減価償却フォ γ ドも存在しなし、から，貨幣形熊で

積立てられる国民所得部分は，本来的な減価償却フォンドではありえず，これ

に擬制されるものである o 非生産的回定フォンドの使用価値，価値の最終的喪

失とともに，積立てられた貨幣形態の国民所得部分により再び新たな非生産的

固定フォンドの実体が補填される。しかしこの補填L 移転価値の貨幣形して

の減価償却フォ Y ドによって生産的に消費された労働手段が現物補填される本

来的な補填過程ではなく，国民所得による非生産的固定フォ y ドの購入=国民

所得の最終利用・消費のー形態が補填に擬制されるものである。したがって，

非生産的固定フォ y ドの独自な回転様式は，生産的固定フォンドの回転様式に

対する類似あるいは擬制であれ再生産の機能土では，耐久的消費資料の漸次

的消費，国民所得の貨幣形態による積立て=蓄蔵，国民所得の最終利用=耐久

的消費資料への支出の過程であると考えられる。

2 中央統計局--"..;:.L..イジヱロマン表式と固定アォ y 1'-

(1) 中央統計局ニ 4 イジェリマン表式と社会的総生産物叫

部門連関パラ':/;えの基本的形態は， 1959年，ェイジェリマ yを中心とするソ

連中央統計局が作成した， 11959竿ソ連国民経済における社会的生産物の生産・

配分の部門連関バラ Yス」叫(価額ノミヲ Yス)であり，第1表にみるごとし 4

つの象限に灰分されてし、る。

第 1象限は， 縦列において生産的に消費された生産手段(労働対象〕の移転

10) 野揮I正徳，前掲論文， 46-56ページ，参照。
11) M. P. 3措，!leJlbMI!H，MeJfCOmpac/leeoft 6a;l俳句 o6tqecm8e!t lio~o npodYl収ma，1966 
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1959年ソ連閏民醇揖における生産物の生産と配分の部門連関報告パラゾス
〔価額表示J (簡略表〕
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価値部分壱， 横行において生産的に消費された生産手段(労働対象)の補填部

分を，生産諸部門の部門別に表示する。

第E象限は，生産された国民所得の価値構成 (u，削)壱部門別に表示し，同

時にこれら国民所得の基本的要素(町四)を，第次分配後の本源的所得の具

体的分配形態として表示している。第-IT象限(;;，生産された国民所得の物的構

成壱部門別に表示し，同時lごとの国民所得の物的諾要素を，困民所得の最終利

用の形種である消費フォンド，蓄積フォンドの支同対象として表示している。

第N象限は，再分配過程のー側面として非生産的分野の労働者の賃令および利

潤壱表示している。したがって，中央統計局=エイジェリマν表式は，第 I， 

IT， m象限において社会的総生産物の価値的物的構成を表示するとともに，社
会的総生産物の循環の諸局面を，第 I象限 生産手段(労働対象)の生産と補填

の過程，第皿象限 国民所得の第一次分配の局面，第N象限:国民所得の再分

配局面のー側面，第E象限.国民所得の最終利用局面として表示している。

(2) 中央統計局=ェイジェりマン表式と固定フォ y ド

エイジェリマγ表式における固定フォンドの回転，蓄積の表示については次

のことが明らかである。

(1) エイジェリ--<:/表式においては，固定フォ Y ドの存在量が全く表示さ

れていないため生産的分野，非生産的分野で機能する固定フォ Y ドの現物形態

の維持状態や，種類別，所属部門別分布を知ることは Cきない。

(ii) 生産的固定フ庁 Y ドの磨損=価値移転過程は，その結果である貨幣形

態の減価償却フ A:/ドの形成として，第 I象限の下行に，生産諾部門別に表示

されている。ただし，減価償却フォジドの表示は，各生産部門別に，貨幣総額

として示古れているため，し、かなる種類の固定フォンドについて，それぞれど

れだけの価値移転，減価償却が行われたのかは，明らかでない。また，減価償

却フォンドは当年度に新しく形成された額が示されるのみであれ当年度主で

に積立てられた減価償却フォンドの総額は不明である。

(iii) 困定アォンドの補填過程は，全部的補填=更新，部分的補填=大修理
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ともに，第E象限の縦列に表示されている。そのばあい，フォ Y 下の補填と大

修理は，各種類の固定フォ Y ドを生産する部門別に表示されているため，固定

フォ Y ドの補填，大修理への配分の部門構成は明らかとなるが，減価償却フォ

ンドの支出によって固定フォ y ドを補填する部門は示されておらず，したがっ

て固定フォ V ドの利用=補墳の部門構成は明らかではないu また，固定フォ Y

ドの補填，大修理が第E象限にふくめられるととは，第E象限の性格壱不明確

にしている。いうまでもなく，第 H象限は国民所得の最終利用局面=国民所得

の最終利用形態である消費フォンド，蓄積フォソドの支出によって国民所得の

物的諸要素の配分が行われる局面であり，他方，補填，大修理は生産手段の補

填の一過程として本来第 I象限にふくめられるべき過程である。したがって，

理論的には，補填，大修理を第 I象限に移すことが諸象限の性格を純化する方

法であるが，この点は，部門連関パランスにおける最終生産物の概念にかかわ

る問題であり，日IJの機会に検討しなければならない。 さらに，補填， 大修理

の縦列において，生産的固定フォンドと非生産的固定フォ y 下の区分が行われ

ていなし、。もし，とこに非生産的固定フォ y ドの補填がふくめられているなら

ば，これは生産的固定フォンドの移転価値部分したがって減価償却フ，，:/ドに

よる補填と，国民所得の一部の積立てにもとづく国民所得の最終利用=非生産

的固定フォ Y ドの購入とが末分化のまま表示されることを意味する。

(iv) 閏定フォンドの蓄積は，生産的，非生産的の別に，第E象限の縦列に

表示されてし、品。しかしながら，蓄積固定フォユノドにおいてもそれを生産する

部門別の構成は不されてし、るが，その利用=蓄積部門の構成は示されていない。

この点も固定フォンドの蓄積の表示における限界をなすものである。また，拡

大再生産下における減価償却フォソド量と現物補填価値量土の差額にもとづい

て行われる追加的生産拡大も，独向の表示は行われてし、ない。

(v) 固定アォンドの損失(偶発的)の補填は， 補填すべき固定フォ νドを

生産する部門別に，第E象限の縦列において表示されている。

エイジェりマン表式は， (1)に示したように，社会主義的再生産の基本諸要素
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を反映しうるパラ γス表であり，再生産表式の一つの具体化として評価される

ものである。しかし，国定フォンドの磨損，補填と蓄積過程の反映という観点

からみれば，もちろん主要な側面の表示は行われているが，以上あげた諸点に

おいてまだ多くの限界をのこしている。これらの限界は実際には統計資料の推

計作業上の困難にねざしているものが多いことは予想できることであるが，な

お，理論的に解決すべき問題が多いことも明ちかである。

つぎに，部門連関パラソスの他の諾形態において，固定フォ y ドの運動がど

のように表示されている弘社会的総生産物の構成，循環の表示との関連にお

いて検討したい。

E オパーリン多部門表式と固定フォンド

つぎに，オバーリ Yの多部門表式問lごついて検討する。

オパーリンの多部門表式 (l¥t¥HoroCT田 pHa兄 cxeMa中yHKUHOtIHpOBaHHfIHapO)l;HOrO 

xo回 rICTBa 国民経済活動の多翼表式)町は，マルクス再生産表式を基礎にし，社

会主義経済における生産，交換，分配，再分配，消費と蓄積などの基本的な諸

過程を一つの複合的な表式で統一的にあらわそうとする試みである。オバーリ

Yは，社会主義の拡大再生産過程の基本的刀テゴり と諸要素聞のバランス関

係を独自の多部門表式(多翼表式)モデルによって表示し， この表式モデノレの

操作と分析を通じて，社会主義経済の均衡的発展の諸条件を明らかにし，経済

計画化の理論的基礎づけを行うことを意図している1430

12) オバーリゾの多部門表式にかんする主要著作として，次のものがあげられる。 且 H.OnapH"H， 
“CTBOPH祖 MaTpHuaKaK MO)(eJlb paCWllpeHHoro BOC即 0町目OlICTB8". Tpyobf.岨川H.OZO cOBew，afULfI 
o npll.MelleH~μl .Mame.MamU'f.eCI叫ん .Memodos6 JlO/{，O.M/.J'f.ecκ'ux UCC.!ledOaaIULflX U fZ.llaftUpOoauuu. TOM 

UL M.明コompaC/l.e8oit血刷出 npaU380dcm6au pacnpedc/leuuJl np吋lyU'fWU8 xapOOHOM 必035!iic脚 e

1962; maM ;;rce， "11四日CJleHHerrOKa3aTeJleU Hall;noHB.♂1>1101'0 1I0XOt(8 B MQ)jeJl恒XHapO，1lHoro X03H語4
CTBBヘ正lonpocbt"I':Oflu.MU/{U. No. 7. 1963; ma.M :;悶 M脚 OCmBOp，.taflc.xeMa !sYH/C!I，田町zpOOallUfl
Hapoδ回 i?-OX03Jfitcmea， 1965; Oparin. D. 1.， Muiti咽 ctorEconom~c Ac印刷ts.1963 

13) オパ リゾ多部門衰式は，通常の部門連関バラソス印象限よりな名)Ic，左翼，上翼，右翼
の諸部分 (CTD町あるいは旧"l"')を追加した構成をもっ。そのためオパーリソは自己の多部門
表式を通常の部門連関バランスと区別するため;多翼表式 (MHorOCTBOpH81Icx刷，)と名づけてい
るo QrrapllH， MHo20Cm60pJlafl cxe.M.G ifjyltl1，UollUpOSaHtlf! Hapoð1io~o X03flucmsa， CTp. 59， 113， 164 
14) OrrapllH， maM ;)jce， CTp. 5， 165 
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オパーリンの多部門表式(以下，オバーリソ表式とよぶ)は， 次のような構成

をもっている。 (1) 国民経済の閉鎖表式。ここでは，対外貿易をふくまない社

会主義経済の閉鎖体系(生産的分野，非生産的分野)について， 再生産の基本的

諸要素とそのバランス関係が表示される。 (2) 輸出入をふくむ表式。ここでは

表式(1)に商品の輸出入を導入したばあいのバヲンス関係が示される。 (3) 貨幣

流通表式。ここでは，生産物の運動の反映としての貨幣流通のみならず，独自

な自立的運動としての貨幣流通が示される。 (4) 拡大再生産の一般的多部門表

式。とこでは，表式(1)に輸出入，貨幣流通を導入した，拡大再生産の基木的諸

過程が全面的に表示される。 (5) 国民経済休系の動態モデル。上の一般的表式

にもとづき，社会主義経済の蓄積=計岡的発展の過程が「動熊的均衡」聞のそ

デノレとして表現され， このモデルにおいて再生産の諸要素聞に「均衡成立のメ

カエズムjの存在するととが示される。オパーリンは，この動態モデノレの表式

的分析を線型計画法，サイバネテイクスなど新い、数理経済的方法E結合する

ことによって経済計画化の理論的基礎が与えられる，としているが，この分野

についてはまだ具体的展開は行われていなし、。

以上のオバーリ Y の表式論において，中核的な位置をしめるのはマルクス拡

大再生産表式の基本構成を社会主義国民経済に適用し，現実の再生産過程の統

計的記述と分析を可能ならしめようとする問「国民経済の閉鎖表式」の分析で

ある。オパーリンの以後の展開は，この表式を基礎としつつ次第に具体的諸要

因を導入するものであり，この表式において確定された再生産諸要素のバラン

ス関係は，のちの動態モデルにおいてもそのまま安定的なものとされている町。

したがって，つぎに，オバーリンの，閉鎖した多部門表式について，この表式

がどのように社会的総生産物と国民所得の循環，固定フォンドの回転を表示す

15) オーバーリンは「動態的均面」を「酌合いのとれた尭展」主等置している。 QnUptIH，.. CTBopHall 
MaTprru;a KaK Mo)¥eJlb pac出回peHHoroBO回 p0I13BOJ¥CτBa"， CTp. 111 j maM :J/Ce， Mh!四o，m叫pllaJlcxeMa 
oy"叫叩"UP田 QUaflnapoihto多()x03!liicmoa， CTp. 138 
16) OnapHH， ma.M :JICe， CTp. 24 

17) ネムチノフはj オハーりン前掲書への序文において.著者が体系の経開的木質を静態』おける
経請前法則性のもとにみている， と批判している。 B.C. HeMqHHOn，“日pe).¥sCJlOBHe"，OrrapllH 
ma.M ;JfCe， CTp. 3 
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るか号明らかにしよう。

1 オパーリン表式の構成

まずオパーリン表式とここにおける再生産諸要素のバヲ Yス関係壱概括す

る'"。

(1) 基本的行列 部門連関ノミヲ Yス

オバーリ Yは，マノレグス再生産表式における二部門分割と三価値構成の命題

に立脚して，社会主義における社会的総生産物の諾要素音次のように規定する。

九国民経済の s部門の総生産物

Ctj 部門で生産され1部門で支出される生産手段

V包 包部門で生産された必要生産物=自分のための生産物

ふ z部門で生産された剰余生産物=社会のための生産物

5，部門の剰余生産物のうち，非生産的分野の労働者の消費および全国家

的消費に充てられる部分

5， 包部門の剰余生産物のうち蓄積部分

VOj j部門で支払われる賃金=必要生産物の貨幣形態

d01 j部門で形成された取引税=剰余生産物の貨幣形態のうち，企業より国

庫に移転される部分

dOJ j部門で形成された利潤=剰余生産物の貨幣形態のうち，企業に残高部

分

以上の諸要素の規定にもとづけば部門の総生産の配分は，

P，= 2J C，，+ V，汁 Si+Si

1部門の総生産物の価値構成は，

PJ=土c付+VOj+dOi十d01
であらわされ，各部門の総生産物の配分壱横行に，価値構成を縦列に配列した

部門連関バヲンλ を構成すれば，第2表のごとくである。

第2表において，各部門および全国民経済について，生産された生産物はそ

18) 主に， Qllap聞 "CTBOpHID1MaTpsua "， CTp. 86-117; tnaM :JKe， M1iozocmsop四 Jlc.xe.Ma， CTp. 38-68 
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の配分額に等しし、から，パラ Yス等式，

P，=P，(包=j)，写Pt=手島
が成立する。

(2) 非生産的分野と消費

オパーリ γによれば，

国民所得のうち非生産的

分野で消費される部分は，

二つの部分，

第2表オパーリンの基本的行列部門連関パランス

γ川 直接住民によっ

て消費される物

的財貨(食品，衣

服，医薬，住宅利

用など〕

品川 国家施設によっ

N， 

1 

2 

z 

，包

V。

亙b
d、
P 

1 2...... j・ η|国民所得 P 

Cu . C12...C1J _.. C1刊 V1+S1 S， P， 

C21 C22...C2J _，_ C童向 九+可z S， P， 

Ci1 C何 C，.i...G.t世 V色 +.<::. S， P， 

C，，~ C叫 C.d...C.... V幅十主犯 So P免

V01 Vo喝，..VQ} V'n 
d01 d02 dOi ゐ匁
d01 d02 dOj d，帽

I¥ Pa P， Pn 

て全国家的消費のために支出される物的財貨(行政のための建設物，防

衛，道路，共同利用施設など)

に区分され，剰余生産物の消費部分&のうち，一部は住民の直接消費部分九時

に，一部は全国家的消費 Si'VS にふりむけられる。 したがって， 必要生産物と

剰余生産物の一部が住民の直接消費に充てられ，剰余生産物の残りが全国家的

消費に充てられるわけである。第2表の国民所得の消費部分の V，+吉弘の表示

は，住民の直接消費と全国家的消費との区別を示す Vi"S+S判官の表示に修正さ

れなければならない。

V~+Si- V.叩 +S畑 (V，キIノω"Sキ5旬.)

手(円十忌)=Fh+宇品，(平民キ平町四，平£キ乎忌，.)

ここで国民所得の貨幣形態と物的形態とのベヲ yス等式を示すことができ

るO 第 2表において全国民経済の純生産物の貨幣形態=国民所得の貨幣形態は

乎 V"十平山十字4 であり，総手産物のうちの消費・蓄積部分=国民所得の
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物的形態は平凡a十手5，四十写ろであるから，両者のパラ Yス等式は，

苧九+亭doJ+宇品f=写九.+写5ω.+苧5，
で示される。

さらに，非生産的分野のサーヴィスが導入される。非生産的サーずィ月は二

種類に区分される。 第一種のサーヴィスは，非生産的分野の独立採算的組織

(X03pac明 THhTeOpraHH3a即日)によって提供されるもので，住民による物的財貨

の利用のために必要なサ←ヴィス(小売商業ベ旅客運輸，公営住宅サーヴィスな

ど)と，文化の領域ぜ佐民に直接奉仕するサーずィスとからなる。 この種のサ

ィスは独立採算的組織によって提供されるため，住民はこのサーヴィ月への

支払(購入または払込)に， 定の貨幣額を支出し，己の貨幣額はサーずィス組

織において，

V加 サーヴィスに従事する非生産的分野の労働者の賃金

dnV8 サーゲィス組織の利潤

に分解する。したがって住民の消費のための全貨幣支出 vsは，利用された消
費資料の価値:EV，帥と十一ヴィスへの追加的貨幣支出V日+d，切にわかれる。第

二種のサーヴィスは，国家予算によって運営される組織 (5lOll~問THble OpraHH 

3a~HH) によれ全国家的目的のため行われるサーヴィスである。この国家的組

織は国家予算により運営されるため，住民よりサーヴィスの対価を受取らず，

利用された物的財貨の価値:E互川

V，. 国家的組織の労働者の賃金

を国庫資金 lV1，，"より支払う。

以上の非生産的分野の諸要素を表市すれば，第3表のご

とくであれ住民および国庫の貨幣収入と支出闘のバラン

ス等式は次のとおりである。住民の貨幣所得は，生産的・

非生産的分野の労働者の賃金の合計，貨幣支出は住民の直

接消費に充てられる消費資料の価値とサーヴィスへの支出

19) 小売商業は通常の産業分類では物質酌生産都門にふくめられる。

第3表

V，仰 5，四

V2VS 5，仰

V，仰 S山 S

V"... Sπ，. 

V，，， 

aOV8 
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との合計であるから，

:2J VOj+ V，仰+V01=2J Vi".+ Vov+dc同

国庫の貨幣収入は生産的分野における取引税と非生産的分野で生じる利潤の合

計，国庫支出は全国家的消費のための物的支出と国家組織の労働者の賃金の合

計であるから，

手([0'+恥=平丸s+VOB 
(3) 生産フォ Y ドと消費フA-:/ r~ 

つぎにオパーリソは，生産フォ y ドと消費フォンドペそれらの同転を導入

する。オパーリ Yによれば，生産フォンドは牛産過程の前提する固定フォ γ ド

上流動フォンド，消費フォンドは労働力の再生産，住民の文化水準の維持，国

家的需要の充足を保障する財貨(耐久財，経常的消費物資の在庫など)をし、う。

まず，全国民経済の諸フォンドを，ぞれらを生産する部門別=諸フォ:/r<の

生産物種類別に分類する。また，フォ γ ドの流通速度は，固定フォ:/F，流動

フォ γ ドの別に応じて大きく相違し，また諸フォ:/1"の生産物種類別に相違す

るものとする。諸記号壱

([J， 期首における， 包部門で生産された諸フォ Y ドの存在量

和 各フォンドの流通速度(一年の回転数)

0，各フォ Yドの回転額

と規定すると，各種プォ Y ドの期首の存在量，その

流通速度，各フォンドの回転額を生産物種類別に表

示する多部門行列が成立し，これを，基本的行列の

左側に結合する〈左翼〉。ここで各フォ Y ドの回転額

は，各フォ γ ドの期首の存在量と流通速度の積であ

行列の左翼

り(([J，・IjJt=Oi)，生産フォ:/):においては各種生産手段の移転価値量，消費フ

ォ:/1"においては各種消費資料の在庫の消費壱意味している。

20) 口OTpe血Te，肱K田中0同日 0rrap叩 ，m山""沼， CTp. 4日正ここでオパーリ Y申し、う消費フォンドと
はJ 非生産的分野の固定アオン仁経常的物的主山のための消費資料の在庫をさす。これはまた.
非生産フォyド(H，司0田"耳目国E田 eφOH.IIhI).consumer皿叫erialf四 d，などとも呼ばれてい
る。 QllapJHI，“CTlIOpHall MHTpWl{Q". CTp. 91; -Oparin， Multi-sec:loグ E四 nomicAcco円四ts，p_ 9 
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さらに，諸フォンドを，それらを所有する部門別に分類する。すなわち，生

産的分野の諸部門ほ相異なる生産部門で生産された一定の固定，流動フォ Y ド

を所有し，非生産的分野は住民の消費と国家的需要のための各種の消費フォン

ドを所有しているが，この諸フォ γFは，その生産物種類別の分類とともに，

その所有部門別に分類することができる。 Oi1. fT"聞を，

o" 部門で生産され1部門 C所有される生産フォ γ ド

o，旬部門で生産され非生産的分野で所有される消費フォンド

と規定すれば，つぎのような多部門行列が成立し，これを基本的行列の上側に

結合する〔上翼)。

第4表の o，は z部門で生産きれた

諸フォンドの合計であるから， o，の部

門別配分=所有が第5表の第z行に妻

E

1

1

1

 

1

2

t

F

 

e
e
e
e
 

!Th< 

o2vS 
([JitJ8 

示されている。したがって，パラ yス
W，旬S

等式は，

ø，~2j o"十曲川

2j ø，~2j2j o'j+2j oωa 
j ， 

また，第5表におv、てy部門で所有する各種の生産タォンドの合計，非生産的

分野で所有する各種消費フォンドの合計は，それぞれ， LJ (J)iJ> 2J (])ivsで与え

られる o

z部門で生産された生産フォ yド， 消費フォ yドの諸要素の流通速度'1"を

オパーリ Yの仮定にしたがってすべ1等しいとすれば，

e伸二C拍手 Oij(jJ舌=干C'f
oれ S({Jiニ Viv.+S仰 a

である o 上式は，生産フォ Y ドの諸要素にそれぞれ対応守るフォンドの流通速

度を掛けた額が生産過程における物的支出=生産手段の移転価値に等ししま

た非生産的分野における消費フォンドの諸要素に対応するプォ Y ドの流通速度

を掛けた額が，非生産的分野において消費される物的財貨の価値に等しいこと
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を意味している。また第4表における生産部門別のフォ Yドの回転と第8表に

おける生産部門別所有部門別のフォソドの回転には，つぎの関係のある己とも

明らかである。

岨iqJtr=Ot-=乎 eゅ+面倒Cft=干 C~J+九汁5畑

(4) 蓄積

オパーリンはさらに， 蓄積壱導入する。 オノ之ーリソによれば， 蓄積は閏民

経済における生産フォ νドおよび消費フォソドの年聞の増大であり，その源泉

は，全生産部門の利潤の総額である。各生産部門の生産物のうち蓄積される部

分を 5，とすれば，パヲン月等式

::s 5， ~::S "'， (5，キdUj)
が成立するが，上式は蓄積の物的形態と貨幣形態とが，全国民経済の合計にお

いて一致することを示す。

生産物の蓄積部分 5，は， 生産部門別=生産物種類別および配分部門別=所

有部門別の行列形式により詳細に表示することができる。 5り， 5仰 zを

5も部門で生産され1部門へ配分される蓄積用生産手段

ふ。部門で生産され非生産的分野において蓄積される生産物

と規定すれば，つぎのような多部門行列が成立し，これを基本的行列の右側に

結合する町(右翼)。第6表においては，蓄積生産物の生産と配分の部門連関が

示されているが，この表示形式は基本的行

列における5，の縦列，蓄積生産物の生産部

門別総額の表示を具体化したものといえよ

つ。

51，=おお十九，

手ろ=手写 ~il十字戸川

第6妻行列の右翼

1 2 3・n Lv+:~J ~ 
511 512 51J...511< 5，別 P， 

521 522 S2~...S2禍 5211， P， 

51.1 5伺 50..，5旬 5tV8 P， 

5"1 5河 5"，j...5... ・5'11，'118 P. 

21) オハーリ γは蓄積生産物の非生産的分野への配分をj 住民の直接的消費への配分と全国家的消
費への回分に区別じているが， ζ とでは一括して罰した。またオパーリソは非生産的分野を部門
別により細分化して表示しているがj この点はオハーリンの体系にとって本質的なものではない
ため，ここでは省略する。 Qrrap日正I.M.回 ~OClMOpltaR CXeMa， c'rp. 53-591 
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オパーリンはさらに，蓄積=生産フォンド，消費フォ γ ドの年聞の増大と期

首における生産フォ γ ド，消費フォ y ドの存在量との関係を示すため，フォ Y

ド増大率の係数を設定する。 (/)~j ， oωeにかんするフォンド増大率を Uij，a，;叫

とすると

したがってオパーリ Yにおいては，第5表の期首フォ y ド存在量の諸要素とこ

れ』ごそれぞれ対応するフォ y ド増大率とが第6表における蓄積の諸要素の大き

さを決定する，と仮定されているわけである。

(5) 総括的表式

さいごに，基本的行列に右翼，上翼，左翼の行列を結合した総括的な多部門

表式(多翼表式)を示せば，第7表のごとくである。

第 7表 r ハーリンの多部門表式 (総括表式〕

1 IDn o12 (Jhi.. JJh .. (Pl1J8 

2 OZ1 IDZ2 (J)2:J... o2n O2118 

z 0H ø，;~ IDtJ... ([hn 1/)ωe 

n 1/)ぉ (tη o，.j...o7亀渦 e削
"

1 2 j 匁 (V+S) 

1lJ1 I{Jl 01 1 1 Cll C12 C'J，..CJn ["  円附 51'" 511 512 SIJ...51偶 S，・a P， 
院内 0， 2 C21 C21 C2J ..C2泊 v，仰 5';;"a 521 5"2 52}...52 .. S，悦 P， 
!Di qJt 0，; z G.t1 C泊 Cti...Ci四 V，切e ~旬a ~il ~~2 ~ij... ~i喝 S，倒 P‘ 
e渦 fP... 0"， n C施 c叫 C..i，.，C"n V..". s喝切a Sれ， s旬2Sni...S..包 J説。別 l'旬

v， m V01 v(ω v" 町h IV Vo.， v"， 
d， dOI d02 do! ..dOn 

do". 
d， d01 d02 dOi... dOn 

pl九九 乃九 1 Vs 1 M•• 

2 オパーリン表式における社会的総生産物と固定フォ y ド

以上概略を示したオパーリン表式において，社会的総生産物の構成と循環，

とくに固定フォンドの回転はどのように表示されているであろうか。
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(1) 社会的総生産物の構成

まず社会的総生産物の価値構成は，表式の第 1.m象限聞の縦列に示される。
縦列において，第 I象限に属する項は，物的生産諸部門で生産的に消費された

生産手段の移転価値部分をあらわし，第E象阪に属する項は，社会的総生産物
内

より移転価値部分をのぞいた新たに創出された価値部分，国民所得を示してい

る。第 I象限の生産手段の移転価値部分 (C，，)は，中央統計局=ェイジェリマ

ン表式と異なり，労働対象のみならず労働手段の移転価値苛巧士をもふくんでい

る。第皿象限の国民所得は，価値形態において必要生産部分 (V，，)と剰余生産

物部分をあらわす取引税収吋). 利潤 (4，，)に区別される o 社会的総生産物の

物的構成は， 表式の第I. n象限(右翼をふくむ)の横行に示される。表式の

第!， n象限の横行には物的生産諸部門が生産の技術過程・生産物の同種性に

もとづき，れ部門に分割されるため，表式の横行において生産物の素材的な部

門構成が示されることになる。横行におし、て第 I象限に属する項は，生産的に

消費された生産手段を補填する生産物部分をあらわし，第E象限に属する項は，

社会的総生産物より生産手段の補填部分をのぞいた部分， 純生産物の物的形

態とその部門構成を示している。第 1， 2部門の区分は直接には表示されてい

ないが，各部門の生産物の用途別配分一生産手段としての配分(補填，生産的分

門の蓄積) と消費資料としての配分 〔住民の直接消費と全国家的消費，非生産的分

野の蓄積) を区別， 合計することによって，生産物を各部門ごとにそれぞれ生

産手段と消費資料に大別することができる。

したがって，オバーり γ表式は，社会的総生産物の構成を，第 I象限.生産

手段の補填部分の物的構成と価値構成，第E象限:国民所得の物的構成，第E

象限.国民所得の価値構成として反映し，そのかぎりにおいて中央統計局=エ

イジェリマY表式の諸象限に基本的に対応している，といえよう。

22) オバ リγは自己の表式において，象限という名を用b、ていないが，ことではオパーりン表式
の検討とエイジェリマン表式との対比の便宜のため，オバ リンの基本的計酬の各部分を象限の
名で呼び(第7表).左側J 上側，右側(本来第E象限に属する苓積の表示部分)の各区割をオ
ノミーリンにしたがい，各々 左翼!上翼，右翼と呼ぶ。
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(2) 社会的総生産物の循環と囲定フォンド

つぎに.社会的総生産物の循環と，こす元にからみあう固定フォ:/1'の特殊な

回転とが，オパーリン表式においてどのように表示されているかを明らかにす

る。

(i) 生産フォ Y ドの存在量 さきにみたように，オパーリ y表式の左翼，

上翼は，生産フォ γ ドの期首の存在量を表草する試み壱行っている。左翼では

生産フォ Y ドと消費フォンドが生産部門=生産物種類別に一括して示されてい

るが，上翼では生産フォンド ((f)，，).消費フォ:/l' ((f)川〉が区別され，生産フ

才 Y ドは行列形式により生産物種類別および所有部門~Ijに区分，表示されてい

る。社会的総生産物の構成と循環壱あらわす部門連関ノミヲソスに，当期の社会的

生産の前提である生産フォンドの存在量の生産物種類別・所有部門別の表示を

導入ずることによって，生産フォ Y ドの配分と利用の詳細な部門連関を明らか

にし，生産フォ Y ドの諸要素と社会的生産の結果たる社会的総生産物の諸要素

との相互関係を分析する可能性が生じるであろう o 部門連関ハラン旦への生産

フォンド存在量の表示の導入は，明らかに部門連関バランスの拡張であり，再

生産過程の統計的反映のー形態である部門連関パラ Yスの意義を一歩高める方

向にあるといえる。しかし反酉，生産フォンド存在量のオパーリン的な表示形

式には大きな欠陥がある。オノミーリ Yは生産フォンドとして，生産諸部門に期

首存在する固定フォ Y ド(労働手段)と流動フォ Y ド(労働対象の在庫)をあげ

ているが，表式の左翼，上翼においては，両者の回転様式の相異を質的に区別

しうる表示形式，構成はとられておらず，両者の相異はたんに流通速度の量的

差異に解消されている。固定フォ:/l' 1:流通フォンドは，上翼においてともに

(f)げであらわされるため，表の構成，記号において両者を区別するはできず，

生産フォ yドの諸要素 (J)ijは各々の流通速度の遅速によって固定フォント，流

動フォンドの区別をさせられうるのみである。しかし固定アオンド(労働手段)

の回転ニ価値的現物的磨損と補填の特殊性を，生産フォ Y ドの表示形式，表の

構成に何ら明確に反映させず，固定フJ'j:/Fと流動フォ y ドの質的相違を流通
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速度のみに一面的に還元するオハーリ Yの表示は，生産フォンドとくに固定ァ

ォy ドの生産物種類別・所有部門別存在状態の表示と分析に大きな限界をもた

らさずにはいなし、。

(ii) 生産手段の価値移転と補填 社会的総生産物の生産過程において生

産的に消費された生産手段の移転価値部分は，第 I象限の縦列に示されている。

オパーリン表式では生産手段の移転価値は，期首に存在するフォ:/e'の支出と

して規定されており J部門における移転価値額は期首の各種フォ γ ド存在量

と各々の流通速度の積 IJo"g>， ~ IJ Cげである。総生産物のうち消費された

牛産手段を補填する補填価値部分は，第I象限の横行に示される。この生産物

の補填部分がフォ Y ドの期首よりの減少を補填するわけであるが，生産物の補

填部分によるフォンドの補填関係は，明示的には規定されていなし、。オバーリ

γ表式の特徴は， エイジェリマン表式において第 I象限が流動フォ Y ド(労働

対象)の価値移転と補填のみを反映し， 固定フォ Y ドの移転価値部分が第 I象

限の下の横行に，その現物補填と大修理が第E象限の縦列に示されているのに

対し， 第 I象限に流動フォンド(労働対象)と固定フォ Y ドの両者の移転価値

と補填をふくむことである。したがってエイジェリマY表式において，第 I象

限と第N象限の聞に性格の不明確な減価償却の横行が設定され，また第H象限

←国民所得の物的形態とその最終利用の表示区劃の内に本来C部分である固定

フォゾドの補填と大修理が介在し， 第 H象限の性格も不明確になったのに対

し，オバーリ γ表式では，第IT，m象限がそれぞれ国民所得の物的形態，価値
形態を反映する|且劃として純化され，第 I象限は生産手段の価値移転と補填を

表示する区劃とし Cその性格を徹底させられている。この点は，コツフの指摘

するように233， 部門連関パラ:/;えの各象限の性格を明確化するよで理論的には

23) コソフはz罰価償却の表示を第I象限内で行う可能性について検討する。そのばあい二つの方
法 (1)第I量限内に減価償却の一行ぞ設ける， (2)第I車隈の個々 のまずに労働対象と並へて固定
プオゾFの種類別の減価償却を表示切る(各ますが流動フォ γド， (労働対象)の支出と固定フォ
γドの利用(減価償却)を示す)，があり 後者がより合理的的であって， その結果第E象限は
国民所得の表示のみに純化される，左指摘する。 E.B. KOCCOB， Mej/C.刀，mpac.If，eooa血 /lG1tC，1966. 
CTp. 29 
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Eしいことであろう。しかしその反面，オパーリン表式の第I象限では固定フ

ォy ì-~の回転の特殊性が全く表示されていないとしづ重大な欠陥がある。固定

フォソドの漸次的価値移転と減価償却フォ Y ドの形成，現物補填と犬修理など

の諸指標は全〈示されず，固定フォソドの回転の特殊性は生産フォ Y ドの流通

速度の量的差異の問題に還冠され，その結果固定プォソドの回転は生産手段の

一般的な価値移転と補嘆の関係の中に埋没されてし主う。もちろん，上翼lどお

けると同様に，生産諸部門のうちの特定の部門(労働手段生産部門)の生産する

生産フォソドについて遅い流通速度を規定し，特定の C'Jをこの流通速度の遅

いフォンドの支出部分として，固定フォ γ ドの移転価値とみなすことは可能で

あるが，しかしこのような方法は，圏定フォ y ドの回転の特殊性をパヲ Yス表

式の構成に反映させたものとはいえない。




